
シンポジウム

自立酪農経営に bける酪農の規模について

座長土田鶴

(北海道畜産会)

自立酪農経営における酪農の規模について

士
口

一主として技術面からー

• 近年における我が国経済の高度成長に伴なう国民所得の増大、生活水準の由上、食糧需要の変化、匿ヒ利用

遠藤清司(北海道農業改良課〕

の変ぼうは著しいものがみられる。

このような状況の中にあって北海道酪農の規模も他産業との均衡と言う面から拡大が強いられており、貿易

自由化を控えていよいよ飼育規模の拡大が余義なくされている。

どこまで続くか判らない飼育規模の拡大ではあるが、一応過去数年間の推移と予測される自あ経営の規模と

可能と思われる技術体系について話題を提供したい。

1. 自立経営の目標

道では一応 18 0万円の農業所得を、 5--6人の家族のうち農業従事者 2--3人で、 1人につき年間農業
』よご-_，.

従事時間 2，50 0時間をこえない範囲の樹何で経営するものを自立経営の目標としている。

したがって、 1 8 0万円の所得を獲得するに足る酪農経営の規模を想定することにしたい。

2. 北海道農業の推移

(1 ) 農家戸数の推移 (表-1 ) 

(2) 農業従事者の推移 (表ー 2) 

.ゆ酪農家戸数と飼育頭数の推移 (表-3 図-1 表-4 ") 

3. 北海道農業の指標

北海道第 3期総企開発計画の指標 (表ー5 ") 

4. 自立経営の地域別目標 (表-6) 

5. 自立経営農家の栓営内容と技術 f例〕

( 1) 主な基準 (表ー 7) 

(め 大農機具と収支総額(表-8、表-9 ") 

(3) 管理時間基準 (表-10 ") 

(4) 乳牛管理作業体系 (表-1 1 ") 

β) 飼養方式 (表-12 ) 
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(表-5) 第 3期北海道総合開発計画の指標(関係項目抜すい〕

項 目 単位 4 2 5 5 5 5 /4 2 

農業生産額 億円 2，9 9.2 <5 4 1 3 1 8 O. 9 % 

農 産 H 2，3 3 8 2，959 1 2 6.6 

畜 産 H 654 2，4 5 4 3 7 5.2 

農業就業者 千人 4 2 4 237 5 5.2 

1人当り生産所得 千円 413 1， 1 7 5 :2 8 4.5 

農家戸数 千 戸 185 123 6 6.5 
ヨー

耕 地面積 千 h~ 作付面積 957 1， 2 3 9 1 2 9. 5 

回 " 
H 247 275 1 1 1. 3 

t田 H H 710 964 1 3 5.8 

乳 用 牛 千 頭 374 1， 1 0 0 2 9 4.1 

肉 j用 牛 " 2 6 300 1， 1 9 2.3 

米 千トン 1. 1 l' 4 1， 3 0 0 1 1 6.7 

ィ、. ん 菜 H 1. 9 4 3 3，2 4 0 1 6 6. 8 

馬 れいしょ H 1. 7 8 3 2， 2 9 0 128.4 

牛 手L (/ 7 7 1 2，9 3 0 3 8 O. 0 

牛 肉 /1 ? 7 0 7 7 7. 8 

( 1戸当り飼育規模 1，1. 0 0 -+-4 0， 0 0 0 = 2 7. 5頭〕

jヌEト
(表-6) 自立経営の目標(道営農志或例の一部〕

.用地域 道央・道南 十勝・網走 根釧・天北 十勝・網走 根釧・天北

経営形態 吹田 酪 賂 次回 酪 専 酪 専 酪 専

経営耕地 (ffi) 1 5. 4 1 6.8 2 4.9 2 t 5 4 1. 2 

手L 牛 1 5. 0 2 4.0 3 0.0 3 0.0 5 O. 3 

麦 類 2. 2 
作

旦 類 る‘ 9 0.9 
付

馬令薯 1. 3 
け

率
て ん菜 2. 0 1. 3 2. 3 1. 1 

牧 草 6. 6 1 2.2 2 1. 9 1 8.9 3 9.7 

% 

その他 O. 7 1. 1 0.7 1. 5 1. 5 
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(表ー 7)主な基準

(1) 能力 (ア)産乳能力 年間 4.60 0 K9 1乳期 5. 0 0 0 Kタ

付) 繁殖能力 介娩間隔 13か月 介娩率 92係

初産月令 2 7か月 種付月令 1 7か月

淘汰更新 供用 6産(淘汰?才ニ 10 2か月)

(坊体重 60 0 K9 

(2) t剤:斗給与基準

(方維持飼料 7日 5FU D T P 1日 40 0 g 

f年1， 8 2 5 ) f年 14 6.0 ) 

(イ) 生産飼料 1 l匂当り 0.34 F U 1 K9当り DTP489

(年 22 O. 8 ) (3.1--3.5幼(年1， 5 6 4 ) 

わ) 胎児発育のための飼料

1 8 0 FU D T P 1 8.0 

信) 育成牛の保有基準

o --1 2か月 2 0.4係

1 3 --2 4か月 1 9.8 % 

25--27か月 4.5係

(4) 未経産牛の鎗死危険率

C '" 1 2か月 0.6% 

13--2 4か月 1. 3 % 

25--27か月 O. 5 ~め

信)経産牛率 経産牛÷成牛ニ 78場

信) 淘汰廃用頭数 1 8場(廃用率 16係+鰭死危険率 2弧〕
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(表-8 ) 大農機具類と収支 総 額

/〆0川川ρ紗例U材7伽 /山0〆仰d似dヘγ7アフ一』
之 j歩#ク l一-

地域名道央道南 畑酪 1 5.口頭 地域名十勝・網走 略畑 24.0頭

種 男リ 規 格

トラクター トラクター 40PS 3/8 

プラウ フ フ ウ 1 4">ピ2 2・/ 8 
1 8x 1 1/ 日

ロータリーハロー 1.8m 1/ 8 
デスクハロー 20 X2 4 1/  8 
スパイクツースハロー 30X3 1 / 8 
ローーフ一一 3.0 m 1/12 
フロントローダー 2/  8 
ブロードキャスター 1/ 8 

五て志 合移播植種機 4 畦 1/1 2 
ん菜 機 1/8 

ポァトプフンター 2 畦 1/1 2 
ク守ラスランドドリノレ 15omx10 1 /12 
カノレチベーター 4 畦 1/.8 
ライダー 2.7m 1/円

スフレヤ一一
445陪o_f 1/ 8 

ピ-::，/カッター 1/12 
ヒL ト、ホサト兼用ノ」ベスター

81P 畦R同
1/8 

スレツシヤー一 1/ 8 

モ ア I 1.8m 1/g てん菜育首用機具 1/4 

レーキ I 2.5m 1/8 尿散布機 2，0 0 og 1/  8 

ヘイコンデイシヨナー 1/8 モ-7. 1.8m 2 /  8 

フオレージハーベスター 5 1/8 レーーキ 2.5 m 2 /  8 

~ ーー フ 1/8 ハイコンデイシヨナー 2/  8 

ファームワゴン 2/8 フォーレージハーベスター 1/  8 

トレーラー 2 七 2/8 J 、 一一 フ 2/  8 

5P8級 1/8 トレーラー 2 七 1/ 8 

8PS級

守
フアームワゴン 2 七 2 /  8 

ヘイエレベーター 5P 8用 1/  8 

一式 マニアキアリヤー →式

収支総括

種 J]iJ 金 額(千円)l

ミノレカー ο 
畜産用機戒器具 一式

粗 農 産 2， 1 1 0 収支総括

収 ヨaζ 産 2，3 7 4 
手電 月U 金 額(千円)

戸、

入 計 4，484 

支 出 2，6 1 2 

粗 農 産 ヲ 63 

収 畜 産 4，0 2 9 

入 言十 4，9 9 2 
農 業 所 得 1， 8 7 2 支 出 3， 1 2 7 

備考:建物、大農具、大家畜の償却を含む。 農 業 所 千尋 1， 8 6 5 
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(表-9) 大農機具類と収支総額

地域名 根釧天北 賂専 30.0頭

積 別 規 格

トラクター
40PR 3/  6 
60P8 1/ 6 

フ プ ウ
14x2 1/ 6 
1 8 x 1 1/ 6 

ロータリーハロー
2180×m 24 1./6 デプ ハロー

ース， クソースハロー 30X3 
ロ一一

3m ー-ク-付72lノ//7166 -フに:トローダー マ阻写電〆製吋ヌオ
ブロードキャスター

てん .~t?;植機 4 [時 1/ 6 
グラスフンドドリノレ 50cmx10 1/12 
カルチベーター 4 睦 1/ 6 

スプレーヤー 415畦OE 11//6 ヲ
ビートハーベスター

尿散布機 2.000P 1/6 

モーア 1.8m 2/6 

レーキ 2.5m 2/ 6 

ヘイコンデイシヨナー 2/ 6 

フオレークハーベスター 5 1./ 6 

Jく ーー フ 一 ローデン、ンテイ 2/ 4 

フアームワゴン 2七 2/6 

トレーラー 2七 2/ 6 

ヘイエレベーター 5 P.R 

てん菜育百用機具 一式 1./ 6 

マニアキヤリヤー

ミノレカー ノミケットタイプ 2 

養畜用機械器具 一式
一一 一

収支総括

種 月iJ 金額(千円)

粗 農 産 497 

収
Zb1 E: 産 5， 1 2 5 

入
言十 5，6 2 2 

支; 出 3， 8 8 2 

農ー 業 所 午尋 1， 7 4 0 

地域名 根釧天北 酪専 50.3頭

ロ
一
ス

ロ
一

一
一
ウ
一
ハ
ソ

タ

一

一

ク

ク

ク
一
ラ
一
ス
イ

ラ
一
一
イ
ハ

ト
一
プ
-
一
デ
ス

3 m 

τ二7.-"吋万ーク付

4 
1 5 
4 
45 

2.0 OOp 

1.8 m 3/4 

2.5m 2/4 

2/4  

5 1/4 

ローデ〉ウチイ 2/4 

2七 2/4  

2七 1/4 

5P8 1/4 

一式

(コニット3台〕 一式

i口A 

一式

ロ

尿散布機

モーア

レーキ

ハイコンデイシヨナー

フオレージハーベスター

ベーフ

フアームワゴン

トレーラー

へイエレベーター

三二三込blT許ー

ミイプラインミノレカー

パノレククーラー

養畜機械器具

収支総括

手重 月iJ 金額(千円〕

粗 農 産

収 ヨEEζ 産 8， 4 3 1 

入 i 言十 8，4 3 1 

支 出 5， 8 7 1 

農 業 所 得 2，5 6 0 
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(表-1 0 ) 管理時間基準(根到11・天北 飼育規模 30頭 夏期終夜放牧〕

主 語i

群1 頭 1 日 当 り 日 当 り

成牛期 若牛後期 若牛前期 幼牛期 成以 3 0 頭

妄 函-阪京一舎飼放牧舎飼放牧舎飼放牧 ~ 飼 放 牧 1

O. 7 0:5 0.3 0.3 1 8.8分 1 3.5分

料補 乳 3.0 3:0 1 6.0 1 6.0 

志会乾 草 1.0 1.0 1.0 43.5 若干

与根 菜 2.1 52.5 

| サイレ ー シ 2.1 2.1 2.1 6 5.1 

放 牧 2.7 0.5 0.5 70.5 

l搾乳何業〓よ宇ルカ一組立 消ま一

1.0 1.0 25.0 25.0 

ム年 4.5 1 1 2.5 1 1 2.5 

ミノレカー洗浄、保管 1.4 1.4 35.0 35.0 

事L乳処理
1.4 1.4 3 5.0 35.0 

乳運搬 0.7 0.5 1 7.5 1 2.5 

、敷わら更新清掃 4.5 0.8 4.5 4.5 2.0 1.5 1 4 7.5 2 6.0 

手 入 れ 1.5 1.5 1.5 0.5 48.5 

そ 。】 他 2 6.8 

枠 外 作 業
年(話6三4時2.8〕

年(60.6時〕

ム『コ、 三dt 346.0 

(表-1 1 ) 乳牛管理作業体系(根釧・天北 飼育規模 30頭 夏期終夜放牧

舎 飼 期 放 牧 期

作業者 A 作業者 B 作業者 A 作 業 者 B

さく乳準備 (13')1牛床の衰を排尿溝に脅か2') 牛を牛舎に戻す (22') 濃厚飼料給与 ( 6') 

根菜サイレージ取り出し準併 さく乳 (57) きく乳準併 (13') 

濃厚飾科給与 牛乳処理 (18') 晴乳 (日)

さく乳 (57 根菜サイレ<---):運搬給与 (28) 器具洗浄 (18) 晴乳舎の清掃 ( 5') 

晴乳 ( 8) 牛を放牧地に (12) 朝 食

牛乳処理 (18)晴乳舎の敷草処理 ( 8) 牛乳出荷 (1 ~5) 

器具洗浄 (18) 糞尿処理舎内清掃 (38) 糞尿処理清掃 ( 8) 

糞尿処理清掃 (28) 朝 食 朝 食 中 食

.牟Itユ朝観出荷察 (運搬) (1話3 濃厚飼桝給与 (75') 

手入れ (2め 中 食 中 食 さく乳準備 (12') 

食 濃厚飼料給与 (9，4) 牛を牛舎に戻す (24) 晴乳 ( 8) 

乾草をノ之ドックに準備25) 根菜サイレ.--:;取り出し準備 きく乳 (56 ') 晴乳舎清掃 ( 5') 

牛をパドックに出すれ2) ( 32) 牛乳処理 (17) 

中 食 ‘根菜サイレ→Y運搬給与 (30) 器具洗浄 (17) 

牛を牛舎に戻す (12 ) 晴 乳 (司p) 牛を放牧地に (12') 

さく乳準備 (12 ) 糞尿処理敷草補給 (10) 糞尿処理、清掃 ( 8) 

さく乳 (56 ') タ 食

牛乳処理 ( 17') 

器具洗浄 (17') 

牛体の観察手入れ (25') 

糞尿処理 (17) 

タ 食

乾草給与 ( 18-5) 

牛床の糞を排尿溝Id客ポ:12)

乾草の補給舎内清掃 (23')
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(表-1 2 ) 飼 養方式 根釧天北地域 飼育規模 3 0頭

rr?と竺 舎内飼料給与 ミノレカーの
放 牧 手入れ運動 さ く 乳 組洗立・消浄毒

夏型 冬型

自己 合 自己 ~ 終夜放牧 冬期のみ朝 基本 1日2 基本 1日2

H甫 手L 日甫 手し タ2回 回 回(酸性洗

1日 2回 乾草、サイ (パドックへ 剤使用は 4

技術内容 乾草はパド レ一一γ、ハ の出し入れ ，....，_7日に 1

ツクで自由 ノレプ(家畜 を含む) 回)

採食 用根菜〕

1日2回

5月中句~ 1 1月上句 5月中匂~ 1 1月上匂 • 時 期 年 問 年 問

1 0月下匂 ，....，_5月上匂 1 0月下句 ~5 月上句

使用器具 1輪車、パ 飼料運搬車 石田野J 牧 毛ブラシ ノミケットミ アノレカリ洗剤

件 ケツ t，r芝 (手押〕 根プラン ノレカー 2台 酸性洗剤

施設(規格〕 ノレートカッター 金 櫛 使用 殺菌剤

業
1 輪車 雑 布

技
旧所要時間 O. 4 9時 3.2 7 1. 1 8 O. 8 1 1. 8 8 1. 0 0 

年間 日数 1 6 9日 1 9 6 169 196 3 6 5 3 6 5 

術 延 時 間 8 2. 8時 6 4 0.9 1 9 8.2 1 5 8.8 6 8 6.2 3 6 5.0 

一
頭

日 O. 5分 5.9 2.7 1. 5 4. 5 2.4 

当
年 間 1. 4 1時 1 9. 2 7 7. 6 1 4.90 2 7. 4 0 1 4. 6 0 

り

• 
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敷わら更新、舎内清掃 枠外作業
牛乳処理 牛乳運搬 言十 メIコL 言十

夏 九 種付分娩 衛生管理

ろ 過 出荷道路ま さく乳時の 全牛舎につ

1、t11h 却 で 1日 1回 舎内汚染の いて実施

秤 主巨EヨL 運搬 清掃と晴乳

記 中長 及び幼牛舎

の舎内清掃

5月中匂~ 1 1月上句

年 間 年 間

1 0月下匂 ，..，.._5月上句

冷却槽 リヤカー又 キヤリヤー キヤリヤー

トップクラー はトレラー

i亡bコ、 帳

秤

0.5 8 0.2 5 O. 4 3 2. 4 6 

3 6 5 365 1 6 9 196 

2 1 1. 7 9 1. 3 7 2. 7 4 8 2. 2 2，9 8 ゑ8 4 3.2 6 0.6 3， 0 9 3. 6 

1. 4 O. 6 0.8 4.5 

8.5 1 3.6 5 2.2 5 1 4.7 0 1 0 4.3 1. 4 4 2. 0 2 =1E0s-1-76 

• 
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